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令和２年１月１７日（金）現在

１．補助対象団体について
	Q.1
	観光協会等の市町村関係団体は、補助対象団体になりますか。

	A.1
	補助金募集要領の３の（３）に記載されているとおり、『本募集において「団体」とは、市町村（特別区、一部事務組合及び広域連合を含む。ただし、政令指定都市を除く。）又は地方協会をいう』となっておりますので、補助対象団体にはなりません。



２．イベントの範囲について
	Q.1
	駅前で、一般人向けに『説明シート』や『ノベルティ』を配布することは、補助対象の「イベント」とみなされますか。

	A.1
	みなされます。
ただし、２０歳以上の方に配布するように心がけて下さい。



３．広報宣伝物の製作について
	Q.1
	『チラシ』及び『説明シート』の余白や裏面、並びに『ノベルティ』に添える広告について、「サマージャンボ」及び「ハロウィンジャンボ」の広告も掲載してもよろしいですか。 

	A.1
	宝くじに関係のある広告であれば、問題ありません。
[bookmark: _GoBack]ただし、あくまでもインターネット販売の広告を主とし、「サマージャンボ」及び「ハロウィンジャンボ」の広告を従として制作しなければならず、広告のデザインは、補助金申請者が制作する必要があります。



	Q.2
	『説明シート』について、既に作成することが確定しているイベントのチラシと表裏で抱き合わせて作成する場合は、補助対象になりますか。

	A.2
	表裏両面印刷のうち片面のみが補助対象になります。
補助金上限金額の範囲内で、領収書の半額が補助されます。



	Q.3
	『チラシ』及び『説明シート』、並びに『ノベルティ』に添える広告について、自前のコピー機等で印刷する場合の印刷用台紙の購入費は、補助対象になりますか。

	A.3
	補助対象になります。



	Q.4
	『ブース設置』について、「ブース設置費用」「ブース横断幕」及び「スタッフ人件費」の３項目は、セットで申請しなければなりませんか。

	A.4
	「ブース設置費用」「ブース横断幕」及び「スタッフ人件費」の３項目は、それぞれで申請できます。例えば、「ブース設置費用」及び「スタッフ人件費」の２項目で申請し、「ブース横断幕」は申請しないということも可能です。



	Q.5
	複数のイベント会場において、同一の申請団体（ＰＲ実施団体）がＰＲする際、それらの会場で同じ『チラシ』『説明シート』『ノベルティ』等の広報宣伝物を配布する場合は、まとめて製作してもよろしいですか。

	A.5
	問題ありません。
ただし、その場合の「補助金支払申請書」に添付する「領収書」については、イベントごとのでの製作費が分かるよう、「明細書」も添付しなければなりません。



４．補助金の額について
	Q.1
	『チラシ』『ノベルティ』『のぼり』及び『ブース設置』を全て実施し、来場者数が５００人以上である場合、最大２３万円の補助金が交付される可能性があると考えてよろしいですか。

	A.1
	お見込みのとおりです。
なお、都道府県ごとの補助金の上限額１００万円には、注意して下さい。



	Q.2
	例えば、『チラシ』及び『スタッフ人件費』の２つを実施する場合、『チラシ』の５００人以上の上限金額が２万円のところ１万円で済み、『スタッフ人件費』の１人分の上限金額が１万円のところ２万円掛かる場合、『チラシ』の余剰１万円を『スタッフ人件費』に流用してもよろしいですか。

	A.2
	広報宣伝物ごとに定められた上限金額を超えることはできないため、流用することはできません。
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